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2月の
カレンダー

　　『あそびえほん ０さい！』

　＊１さい！、２さい！もあります
　　KADOKAWA（絵本・ア）

　　　　

【開館時間】

◎火曜日～金曜日　午前10時～午後6時
◎土曜日・日曜日・祝日
　午前 ９時３０分～午後５時
                   　みなさん よくよむ

【電話】0265-73-4946

　
 

おはなしむら　

●日時　 2月14日(土)
　　　　10：30～11：10
●場所　村民センター２階大会議室

●内容   絵本の読み聞かせなど 　　
　　　  　出演「おりーぶ」 さん　　　　

　　　　楽しい工作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●対象　幼児～小学校低学年児童と保護者
　　　　＊申し込み不要です

新着本
児童書

・おやすいごようです　　　　　　　　林原　玉枝　

・オトシブミのふむふむくん　　　　　おの　りえん　

・せんにんみかん（伊豆の昔話）　　　　　　　　　　　

・わたしのなかのおこりんぼオニ　　　くすのき　しげのり　

・やなせたかしものがたり　　　　　　やなせスタジオ　

　『オニのせつぶんたいじ』　
　　　作：岡田　よしたか

 　  　小学館（絵本・オ)

　

・ドラえもんの学びワールド チョコレートのひみつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　藤子・F・不二雄/画（５８・ト）

・つかめ！英語ダマン　　　　　　　シン・フテン　　　（８３・シ）

・豊臣　秀長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８・ト）　

・どうやってできるの？ラーメン　　　　　　　　　　　（５９・ト）

・神の蝶、舞う果て　　　　　　　　上橋　菜穂子　　　（９１・ウ）　

ちいさなおはなしむら
　
●日時 2月6日(金)、2月27日(金)
　　　0・1歳児 10：00～10：30
　　　2・3歳児 11：00～11：30
●場所　村民センター2階和室
●内容　わらべうた＆絵本の読聞かせ
●対象　0歳～3歳までのお子さんと保護者
　　　　＊申し込み不要です

　　『シマちゃんももちゃんもりのなか』                               

　　　　　   作： 東　直子 
　　　　世界文化社（絵本・シ）

イベント
情報

　オマールえび　絵本×大道芸ライブ
エキサイティングな大道芸×ダイナミックな読み聞かせ

●日時　3月2０日（祝日・金）開場１０：００
●内容　１部　絵本×大道芸　10：30～11：15
　　　　２部　ミニ講座　　　11：20～11：50

●会場　村民センター2階大会議室
●出演　大道芸人　オマールえびさん
●対象　子どもから大人まで！  ネット予約⇒

●定員　130名（定員になり次第、締切）
●申込受付　2月４日（水）AM10：00～

●申込　インターネット予約・電話・図書館窓口
（＊電話・窓口予約は開館時間内にお願いします）

　　　　　　春休みおはなし会
●日時　３月２４日（火）
　　　　10：30～11：10

●会場　村民センター2階大会議室
●出演　おはなしボランティア「おはなしの泉」さん
●プログラム「金色とさかのおんどり」
　　　　　　「パジャマの早口ことば」　　　　　　　　　　　　　　　
●対象　小学生から大人の方まで
●絵本や紙芝居を使わない「語り」もあります
＊お気軽にお越しください！

むらとしょサロン２０２６

「野鳥の世界」
　野鳥の写真を見ながら、野鳥の魅力について学ん
でみませんか？
　話題提供者　戸谷　省吾さん
●日時　２月７日（土）
　　　　１０：００～１１：３０
●会場　村民センター２階大会議室
●定員　２０名
●参加費　無料
＊参加希望の方は、図書館窓口・電話(73-4946)

  またはネットでお申し込みください。
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1月のベストリーダー
（12月21日～1月20日）

１　カフネ　　　　　　　　　　　阿部　暁子　　        7回
２　蛍たちの祈り　　　　　　　　町田　そのこ　      5回

２　成瀬は都を駆け抜ける　　　　宮島　未奈 　　　  ５回　 
４　クスノキの女神　　　　　　　東野圭吾　 　　　  ４回
４　月収　　　　　　　　　　　　原田　ひ香　　　　4回
４　家族　　　　　　　　　　　　葉真中　顕　　　    4回
４　カフェーの帰り道　　　　　　嶋津　輝　　　　　4回
４　暁星　　　　　　　　　　　　湊　かなえ　　　　4回
４　分裂蜂起　　　　　　　　　　佐々木　譲　　　　4回
10 マスカレードライフ　　　　　東野　圭吾　　　    3 回　
10 変な地図　　　　　　　　　　雨穴　　　　　  　  3回
10 とどけチャイコフスキー　　　中山　七里　　 　　3回

10 新本所おけら長屋 ４              畠山　健二　    　   3回
10 チーム ４　　　　　　　　　  堂場　瞬一　 　　　3回
10 白露　　　　　　　　　　　　今野　敏　　　　 　3回
10 しっぽのカルテ　　　　　　　村山　由佳　　　　 3回

10 武家女人記　　　　　　　　　砂原　浩太朗　　　 3回　

　　
新着本
一般書

 『新 人生はニャンとかなる！』

       水野　敬也/他著
　文響社（１５９・ミ）

　　『キングダム ７８』
    　　原　泰久/著
   集英社（コミック７２６・ハ」）

児童書

『  歴代の本屋大賞作品と ２０２６年本屋大賞ノミネート作品  』
　
今年の本屋大賞ノミネート作品の発表は、2月６日（金）です。今回はそれまでの数日間、
歴代の本屋大賞受賞作品（第1回２００４年～第２２回２０２５年）も展示します。今年の
本屋大賞を予想しながら、しばらくお待ちください。　　＊本屋大賞発表は、４月９日の予定です。　　 

一般書

　〈絵　本〉
１　ノラネコぐんだんそらをとぶ　　　工藤　ノリコ   9回
１　ノラネコぐんだんぺこぺこキャンプ工藤　ノリコ   9回

１　いつつごうさぎとはなのゆうえんち まつお りかこ 9回　　 
４   うみの１００かいだてのいえ　　  いわい としお   8回
４   ぬまの１００かいだてのいえ　　  いわい としお   8回　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
６　アニマルバスとくものいえ　　 　 あさの ますみ   7回
７　こびとづかん　　　　　　　　  なばた　としたか 6回
７　いちにちおもちゃ　　　　　　  ふくべ　あきひろ 6回
〈児童書〉
１   小説はたらく細胞 １　　　　　　 清水　茜/原作　5回
１   小説はたらく細胞 ２　　　　　　 清水　茜/原作　5回

１　鬼滅の刃 １　　　　　　　　　　 吾峠　呼世晴　  5回
１　鬼滅の刃 １０　　　　　　　　　 吾峠　呼世晴　  5回

１　ラストで君はまさか！消された記憶 PHP研究所  　5回
１　絶叫学級 ４１　　　　　　　    　いしかわ えみ    5回
１　はるのおばけずかん　　　　　　  斉藤　洋           5回　　　

　
 

　　　　　　　　　
　　　　　　『信州ラーメン２０２６』
                  　　長野こまち/編
　　　　　　長野こまち（５９６・シ）　　　　　　　　　　　　　　　　　
     
　　

・ねえ、ローソク多すぎて、誕生日ケーキ燃えてるんだけど
　　　　　　　　　　　　　　　　ジェーン・スー（９１４・シ）
・だけ！おやつ　　　　　　　　　福田　淳子　　（５９６・フ）　
・ふしぎの国のバード １３　　佐々　大河（コミック７２６．サ）
・２泊３日のぶらり日本史あるき　河合　敦　　　（２１０．カ）
・イラストでわかる高齢者のくらし図鑑　Kei　　 （３６９・ケ）
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

「父の怪談」

※こちらのコーナーで、　
　おすすめ本や絵本にまつわ
るエピソードを紹介してくだ
さる方を募集しています。

　職員にお気軽にお声が　
　けください。

『マンガ日本の古典　

　　　　　　　　怪談』
つのだじろう 中央公論新社　　　　　

『博士の愛した
数式』
　小川　洋子
　（新潮社）

「怖い話の本を借りてきて」と子どもに頼まれた。村図書館で何冊か借りると嬉しそうに読んでいた。私自身が子ども
の頃、寝る前に父にラフカディオ・ハーンの「怪談・奇談」を読み聞かせてもらったことを思い出す。ただ、それは角
川文庫の文庫本だった。当時子ども向けの怪談の本など我が家にはなかった。炎に包まれた骸骨が描かれた表紙。ざ
らっとした手触りが、本そのものの薄気味悪さを増していた。ただ、読んでもらった後、怖くて眠れなかった記憶はな
い。怖いもの見たさでわくわくしながら聞いていたのだろうか。
　子どもにそれを話したら、自分も読んでもらうのだと帰省を楽しみにしていた。そして、実家に着くやいなや、本を
ここに持ってきて読んで欲しいと私の父に頼んだ。父は驚いた様子であったが、本を探し、孫に怪談を読み聞かせ始め
た。
 父が手に取ったのは「マンガ日本の古典 怪談」。あの角川文庫は見当たらなかったのか。四十年近く前のことだ。無理
もない。ただ、武士が歩く時の「ガチャッ、ガチャッ」という鎧の擬音は、私が子どもの頃聞いたそれと同じであった。
子どもを見ると、ものすごく集中して聴き入っている。すると、もう1人の子どもが私のところにきてコソコソこう言っ
た。「おじいちゃんね、翻訳しながら読んでる。昔の言葉とか難しい言葉をわかりやすくして読んでくれてる」。なる
ほど。だから私も当時あの角川文庫を楽しめたのか。
 父の怪談は、時を経て、妖しさと懐かしさといろいろなものをもくもくと漂わせ、再生した。父が声を張りすぎて、母
に「やかましい！」と一喝されていたのだけは当時と違って、私は笑ってしまった。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　古羽　谷史（ふるはね　やし）さん

・ブルータスの心臓　 　東野　圭吾(文庫913・ヒ）　
・小泉八雲集　　　　    小泉　八雲(文庫933・ハ）
・テミスの不確かな法廷　 直島　翔(文庫913・ナ）

・おまあ推理帖　　　　 　諸田　玲子(913・モ）
・神たちに拾われた男 16,17 　 Roy
　　　　　　　　　　　　　　  (ヤング913・ロ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者の方の
おすすめ一般書


